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議 だ会 よ り
(1)

『みて、とれたよ!』『みて、とれたよ!』
水ヨーヨーを、上手にすくいました。
（ののだけ幼稚園 夏まつり会）
水ヨーヨーを、上手にすくいました。
（ののだけ幼稚園 夏まつり会）

議会だより

5
6
11
16〈

〈
〈
〈

町 民 の 声
議会懇談会
一 般 質 問
請願･陳情

〉
〉
〉
〉町の保管方法に問題なし
2〈６ 月 会 議〉新学童クラブを整備へ

町政を問う４人の提言
これからの涌谷は？夢を語ろう
かがやくみなさんを紹介
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『みて とれたよ!』みて とれたよ!『みて とれたよ!』
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議 だ会 よ り
(2)

河
川
沿
い
で
か
な
り

狭
い
道
路
で
あ
る
が
、

今
回
は
拡
幅
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。舗

装
の
打
ち
替
え
を

予
定
し
て
お
り
、
県

と
の
協
議
で
も
、
現
在
の
と

こ
ろ
打
ち
替
え
で
話
を
進
め

て
い
る
。

松
本
美
由
紀 

氏
（
４
区
）

坊
城　

延
溟 

氏
（
箟
岳
区
）

涌谷第一小学校体育館の北側に、平成３１年度中に建設する予定

　

６
月
会
議
は
、
６
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
文
化
財
の
活
用
、
農
産
物
の
販
売
振
興
、
町

民
バ
ス
の
利
便
性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
、
町
政
全
般
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
補
正
予
算
や
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
10
件
、
諮
問
２
件
、
報
告
10
件
の
議

案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　
（
岸
ケ
森
線
を
は
じ
め
と

す
る
主
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
町
道
・
町
道
橋
に
つ
い
て

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
予
防
保

全
を
行
い
生
活
道
路
の
確
保

を
図
る
。）

主
な
質
疑

賛
成
全
員
で
可
決

人
事
案
件
に

　
　
　
賛
成
全
員
で
同
意

議
案
第
44
号

人
権
擁
護
委
員

　

平
成
30
年
度
か
ら
34
年

度
の
５
年
間
で
１
億
５
５

６
万
円
の
事
業
費
を
予
定
。

　

岸
ケ
森
４
号
線
の
一
部

の
舗
装
の
打
ち
替
え
、
岸

ケ
森
線
の
一
部
の
舗
装
改

良
、
岸
ケ
森
大
橋
の
補
修

工
事
な
ど
を
行
う
。

答 問

６月会議涌谷第一小学校区に新学童クラブを整備
放課後学童クラブ施設整備設計業務委託料に　599万円　　　平成32年４月から利用開始

学童クラブ
建設予定地

涌谷第一小学校

拡幅も必要では？

議
　
　
　
案
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学
校
の
敷
地
内
を

通
っ
て
学
童
ク
ラ
ブ

ま
で
通
え
る
の
か
。
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
通
学
路
の
整

備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
側
と
協
議
し
た

が
、
敷
地
内
を
通
る

こ
と
は
問
題
は
な
い
。

　

保
護
者
の
送
迎
時
は
、
駐

車
場
に
車
が
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
児
童
が
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

歩
行
路
の
確
保
も
考
え
て
い

く
。

・
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
対
象
が
「
小
学
校
就
学

児
童
（
６
年
生
ま
で
）」
に

拡
大

・
「
平
成
31
年
度
ま
で
に
学

童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
の
受
け

皿
確
保
」
が
目
標

・
涌
谷
第
一
小
学
校
区

　

学
童
ク
ラ
ブ
建
設
を
計
画

・
杉
の
子
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
及
び

月
将
館
小
学
校
と
再
度
協
議

し
て
い
く

涌
谷
第
一
小
学
校
区
学
童
ク

ラ
ブ
を
学
校
敷
地
内
の
体
育

館
北
側
と
し
た
理
由

（
１
）
学
校
敷
地
内
と
し
た

の
は
、

①
児
童
が
交
通
上
の
危
険
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
新
た
に
用
地
を
選
定
、
取

得
す
る
場
合
、
建
設
ま
で
に

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。

（
２
）
体
育
館
北
側
と
し
た

の
は
、

①
校
舎
付
近
に
建
設
す
る
場

合
、
多
額
の
費
用
や
建
築
面

積
の
確
保
に
問
題
が
あ
る
。

②
堤
防
付
近
は
地
盤
の
軟
弱

さ
が
心
配
さ
れ
、
下
水
道
へ

の
接
続
に
も
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
。

③
工
事
車
両
の
出
入
り
に
よ

る
児
童
へ
の
危
険
や
、
授
業

へ
の
影
響
を
懸
念
し
た
。

・
八
雲
、
第
一
小
学
校
、
杉

の
子
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

４
年
生
の
受
け
入
れ
開
始

・
小
里
箟
岳
学
童
ク
ラ
ブ
を

体
育
館
内
に
整
備
し
６
年
生

ま
で
の
受
け
入
れ
開
始

　

涌
谷
第
一
小
学
校
区
と
月

将
館
小
学
校
区
の
学
童
ク
ラ

ブ
は
５
～
６
年
生
ま
で
の
受

け
入
れ
整
備
が
必
要
。

　

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
事
業
は
、
現
在
、
八
雲

学
童
ク
ラ
ブ
と
第
一
小
学
校

学
童
ク
ラ
ブ
の
２
カ
所
に
分

か
れ
て
い
る
第
一
小
学
校
区

の
学
童
ク
ラ
ブ
を
１
カ
所
に

集
約
す
る
た
め
、
新
た
な
施

設
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
職
員
駐
車
場
で
あ
る

第
一
小
学
校
体
育
館
北
側
と

な
る
見
込
み
で
す
。
町
担
当

課
は
第
一
小
学
校
の
空
き
教

室
を
最
優
先
に
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
町
教
育
委
員
会
か

ら「
新
指
導
要
領
へ
の
移
行
・

学
習
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
、

転
用
可
能
な
余
裕
教
室
は
な

い
」と
の
回
答
が
あ
り
、様
々

な
要
件
の
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
体
育
館
北
側
を
最
適
地

に
選
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
基
本
設
計
・
実

施
設
計
を
行
い
、
平
成
31
年

度
中
に
建
設
し
、
平
成
32
年

４
月
か
ら
、
６
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
新
た
な
学
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

主
な
質
疑

国
の
方
針

受
け
入
れ
拡
大

の
検
討
開
始

対
策

平
成
29
年
度

課
題

答 問

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
整
備
の
経
過

平成30年度
補正予算 涌谷第一小学校区に新学童クラブを整備

歳入歳出それぞれ７００７万円増額

放課後学童クラブ施設整備設計業務委託料に　599万円　　　平成32年４月から利用開始

学校敷地内なら交通事故の心配もない
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補正の主な内容
（歳入）
地域振興公社運転資金貸付金返還金　　　５４０万円
（公社に貸し付けしている２７００万円について、今
年度から年５４０万円ずつ返還を受け、５年間で完済
する見込み）
（歳出）
サリナス訪問事業委託料　　　　　　　　３００万円
（友好都市協定を締結しているアメリカ合衆国サリナ
ス市などへの表敬訪問をするもの）

コミュニティ助成事業補助金　　　　　　２５０万円
（１０区自治会に、集会所の備品などの購入費用とし
て補助するもの）
高齢者福祉複合施設空調設備改修工事　　９７７万円
（故障した空調設備などの改修を行うもの）
放課後学童クラブ施設整備設計業務委託料５９９万円
（涌谷第一小学校敷地内へ平成３１年度に新築整備で
きるよう設計業務を行うもの）
涌谷南幼稚園遊具撤去・移設工事　　　　　５２万円
（南幼稚園の老朽化したブランコを撤去し、旧箟岳小
学校のブランコを移設するもの）

大
阪
北
部
地
震
で
は

小
学
生
が
命
を
落
と

し
た
。
町
で
も
危
険
箇
所
の

把
握
を
行
い
、
早
急
に
対
策

を
取
る
べ
き
で
は
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を

守
る
た
め
に
も
、
ま

ず
は
校
地
内
か
ら
調
査
を
進

め
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い

る
。

　

区
長
さ
ん
方
に
も
通
学
路

な
ど
、
地
域
の
点
検
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
協
力
を
お
願

い
す
る
。 報

道
な
ど
に
も
あ
る

よ
う
に
、
全
国
的
に

児
童
虐
待
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
町
の
現

況
は
。

昨
年
度
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
が
延
べ
５

０
０
件
以
上
あ
っ
た
。

　

保
健
師
な
ど
の
３
名
で
相

談
を
受
け
て
お
り
、
深
刻
な

事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
早
目

の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

南
幼
稚
園
の
遊
具
は

撤
去
し
て
移
設
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
第
一

小
学
校
の
遊
具
は
撤
去
す
る

だ
け
か
。３

月
に
行
わ
れ
た
遊

具
点
検
で
、
鉄
棒
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
一

部
の
遊
具
で
危
険
性
が
高
い

と
判
断
さ
れ
た
。

　

学
校
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

ほ
か
に
も
使
え
る
遊
具
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
今
回
は
撤

去
の
み
で
あ
る
。

表
敬
訪
問
の
目
的
と
、

事
業
の
今
後
は
。

今
年
度
か
ら
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
を

休
止
し
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
行
う
こ
と

の
説
明
と
、
こ
れ
ま
で
の
友

好
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
。

　

当
分
の
間
は
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
継
続

し
た
い
。 今

年
度
か
ら
平
成
34

年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
毎
年
５
４
０
万
円
ず
つ

返
済
す
る
と
の
計
画
で
あ
る

が
、
履
行
さ
れ
る
の
か
。

公
社
と
町
執
行
部
で

協
議
し
、
こ
の
返
済

計
画
を
承
認
し
た
。
計
画
書

ど
お
り
に
履
行
を
求
め
て
い

く
。

撤去される遊具

歳
　
出

答 問 ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
対
策

　
　
　
　
　
町
の
対
応
は

児
童
虐
待
　

　
　
　
　
町
の
実
態
は

第
一
小
学
校
の
遊
具

新
た
に
設
置
は
し
な
い
の
か

サ
リ
ナ
ス
訪
問
事
業

　
　
　
　
　
　
　
詳
細
は

振
興
公
社
貸
付
金

確
実
に
返
済
さ
れ
る
の
か

答

答

答 答

問

問

問 問
一
般
会
計

歳
　
入

平成30年度
補正予算
高齢者福祉複合施設「ゆうらいふ」空調設備改修経費に９７７万円

本格的な夏を前に、
　　早急に改修工事実施を
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(5)

賛成 反対久　　勉　議員 稲葉　定　議員

平成30年度一般会計補正予算　討論

　地域振興公社運転資金貸付金返還金について、
予算書には貸付金全額を記載するべきであった
が、３月の当初予算計上の際には、予算書にはな
んら記載がされていなかった。今回も、認識が改
められておらず、反対せざるを得ないと考える。

　ゆうらいふ空調設備改修工事については、施設
は２４時間３６５日利用者が生活する場所であり、
今回の措置は利用者に配慮した温かい措置である。
放課後学童クラブ施設整備の設計委託料について
は、箟岳地区は現在６年生まで実施しているもの
の、第一小学校区と月将館小学校区は４年生まで
であり、同じ町内でサービスに差がある現状を早
急に解決するための措置である。臨時教諭補助員
については、第一小学校の職員室の電気が夜遅く
までついているのを見るたびに、教員の大変さを
感じていた。先生方が子どもと向き合う時間を十
分とれるような配意を、今後もやっていただくこ
とを望み賛成討論とする。

平
成
30
年
陳
情
第
４
号

栗
原
市
の
放
射
性
廃
棄
物
処

理
の
隔
離
保
管
状
況
を
検
証

し
、
住
民
の
不
安
・
保
管
農

家
の
負
担
軽
減
を
最
優
先
す

る
一
括
保
管
を
求
め
る
陳
情

書審
査
の
結
果

不
採
択

委
員
会
意
見

　

現
地
を
確
認
し
た
が
、
栗

原
市
は
集
約
保
管
を
５
カ
所

で
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
一

括
保
管
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

規
模
の
大
小
は
あ
っ
て
も
、

栗
原
市
も
涌
谷
町
も
統
一
さ

れ
た
保
管
基
準
に
基
づ
い
て

保
管
さ
れ
て
お
り
、
調
査
の

結
果
、
当
町
の
保
管
状
況
は

栗
原
市
の
保
管
状
況
と
何
ら

乖
離
が
な
い
こ
と
か
ら
、
現

在
の
保
管
方
法
に
問
題
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

平
成
30
年
陳
情
第
５
号

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
者

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る

会理
事　

井
田　

敏
美

審
査
の
結
果

　

配
布
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
陳
情
審
査
報
告

皆
さ
ん
の
請
願･

陳
情

放
射
能
汚
染
廃
棄
物

　

保
管
方
法
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る

６月会議採決状況
　○：賛成　×：反対　議長は採決に加わらない

件　　名

竹
中
　
弘
光

佐
々
木
敏
雄

佐
々
木
み
さ
子

稲
葉
　
　
定

大
友
　
啓
一

只
野
　
　
順

後
藤
　
洋
一

久
　
　
　
勉

杉
浦
　
謙
一

門
田
　
善
則

大
泉
　
　
治

鈴
木
　
英
雅

遠
藤
　
釈
雄

平成30年度
一般会計補
正予算

〇〇〇×〇〇〇〇〇〇〇〇
議
　
長

栗原市から説明を受ける　現地の状況を確認　

　議会だよりわくや第１９３号１１ページの中
で、可決した補正予算の件数に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
　正しくは下記のとおりです。
（誤）平成２９年度補正予算１０件
（正）平成２９年度補正予算１１件

お詫びと訂正



　６月会議では、６月 20 日に一般質問が行わ
れ、４人の議員が町政全般について質問をしま
した。
　質問と答弁は、質問した議員が 600 字以内で
要約し、広報分科会委員が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信を
行っていますので、そちらもぜひご覧ください。
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議 だ会 よ り
(6)

ズバリ

町
政
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
よ
り
よ
い
方

向
へ
導
く
も
の
で
す
。

只野　　順 議員（14 ページ）
　1　安全・安心のまちづくりについて

佐々木みさ子 議員（９ページ）
　１　農産物の生産維持、情報発信について

久　　　勉 議員（８ページ）
　１　涌谷町文化財指定の佐々木家の活用について

杉浦　謙一 議員（10 ページ）
　１　町民が利用しやすい交通システムの実現を
　２　放射能汚染廃棄物の対応について考えは

佐々木敏雄 議員（７ページ）
　１　文化財・歴史遺産を包含した観光振興について問う
　２　原子力災害に対応する大谷地、短台地区避難計画書の
　　　現実性を問う

涌谷町ホームページURL
（http://www.town.wakuya.miyagi.jp）
一般質問動画配信ページ　QRコード
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議 だ会 よ り
(7)

涌
谷
町
に
は
、
国
指

定
史
跡「
長
根
貝
塚
」

が
あ
り
、
ま
た
、
西
暦
７
４

９
年
に
は
、
東
大
寺
大
仏
建

立
に
涌
谷
の
砂
金
を
献
上
し

た
歴
史
が
あ
る
。
２
０
２
０

年
は
、
東
北
征
討
（
蝦え

み
し夷
征

討
）
と
併
せ
て
「
金
」
を
求

め
た
朝
廷
が
箟
峯
寺
を
草
創

し
て
１
２
５
０
年
、
ま
た
、

伊
達
安
芸
宗
重
公
没
後
３
５

０
年
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
結
び
付
け
た
観
光
振

興
の
政
策
は
。

箟
峯
寺
で
は
、
記

念
事
業
と
し
て
東

日
本
大
震
災
の
慰
霊
供
養
の

た
め
の
新
し
い
梵
鐘
の
鋳
造

を
行
っ
て
い
る
。

　

伊
達
安
芸
公
没
後
３
５
０

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
実

行
委
員
会
で
検
討
し
て
お
り
、

実
行
委
員
会
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
協

力
し
て
い
く
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期

を
い
つ
頃
と
考
え
て

い
る
か
。

４
月
27
日
頃
と
考

え
て
い
る
。

箟
岳
山
線
の
道
路
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
に

観
光
バ
ス
が
通
れ
る
よ
う
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

全
線
一
括
と

は
い
か
な
い

の
で
、
狭
い
箇
所
か
ら
随
時

整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

支
障
木
の
伐
採
を
す
る
だ
け

で
も
通
行
が
可
能
と
聞
い
て

い
る
。

2020年記念観光事業の具体的な考えは

実行委員会の意見を尊重し、協力していく

女
川
原
発
事
故
被
害

の
影
響
は
、
事
故
の

規
模
や
風
向
き
で
多
様
な
計

画
が
必
要
で
あ
る
。

　

涌
谷
町
全
域
が
被
害
の
可

能
性
も
あ
る
。
涌
谷
町
全
域

を
※
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
相
当
区
域
と

し
て
、
町
民
に
広
く
、
深
く
、

原
子
力
災
害
の
認
識
を
持
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思

慮
さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

広
域
避
難
計
画
な

ど
の
検
討
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
と

検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

避
難
路
と
な
っ
て
い

る
及
川
橋
か
ら
短
台

集
落
セ
ン
タ
ー
間
の
道
路
整

備
を
早
急
に
す
べ
き
で
は
。

地
権
者
と
の

交
渉
を
で
き

る
だ
け
早
く
進
め
、
来
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

原
発
災
害
に
対
す
る

　
避
難
計
画
区
域
を
町
全
域
に

国
・
県
と
と
も
に

　
　
検
討
を
継
続
し
て
い
く

問問

問

答

問

町
長

町
長

問

問

町
長

答 問

早期整備が待たれる町道大谷地線

伊達安芸宗重公像 黄金山神社

佐々木敏雄 議員

建
設
課
長

建
設
課
長

※ＵＰＺ…原子力施設から概ね半径30㎞圏内。
　　　　　緊急時に屋内退避などの防護措置を行う。



一

般

質

問

第194号

平成30年8月1日発行

議 だ会 よ り
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将
来
に
わ
た
る
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
現
段
階
で
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

屋
敷
は
江
戸
時
代

に
お
け
る
涌
谷
伊

達
家
上
級
家
中
武
士
の
家
構

え
を
総
体
と
し
て
良
好
に
保

存
し
て
い
る
。

　

寄
付
後
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
防
火
上
及
び
防
犯
上
の

適
正
な
管
理
が
図
ら
れ
る
こ

と
と
、
文
化
財
の
特
徴
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

  

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

東
北
工
業
大
学
の
研
究
室
か

ら
古
民
家
活
用
な
ど
の
提
案

や
、
民
間
の
方
か
ら
も
歴
史

遺
産
を
自
ら
体
験
し
て
歴
史

を
体
感
で
き
る
企
画
も
可
能

で
は
な
い
か
と
の
提
案
も
あ

り
、
文
化
財
及
び
観
光
資
源

と
し
て
活
用
方
法
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
諮
問

機
関
と
し
て
文
化
財

保
護
委
員
会
が
あ
る
。
ぜ
ひ

諮
問
し
て
い
た
だ
い
て
、
委

員
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
う

こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

現
在
は
、
文
化

財
保
護
法
の
改

正
に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る

文
化
財
の
計
画
的
な
保
存
・

活
用
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る

時
代
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

数
多
く
あ
る
町
の
文
化
財

に
対
す
る
全
体
的
な
計
画
と

個
別
の
計
画
の
双
方
を
し
っ

か
り
と
立
て
た
上
で
、
文
化

財
保
護
委
員
会
へ
の
諮
問
を

行
い
、
地
域
全
体
で
支
え
て

い
け
る
よ
う
関
係
機
関
の
皆

様
と
も
連
携
し
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

所
有
者
が
移
転
し
た

後
の
管
理
は
ど
う
す

る
の
か
。

所
有
者
と
未
だ
話

し
合
い
が
な
い
の

で
、
今
後
話
し
合
い
を
進
め

る
。

全
体
的
な
計
画
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
策
定
し
諮
問
す
る

の
か
。

今
年
度
中
に
行

う
。

久　　勉 議員

町文化財の
佐々木邸の管理と活用は

文化財や観光資源として
　　　　　活用方法を検討する

問問

問問

答

問

町
長

町
長

江戸時代の面影を残す町指定文化財の佐々木邸　

教
育
長

教
育
長
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多
品
目
栽
培
を
し
て

い
る
家
族
経
営
の
生

産
現
場
は
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
地
域
で
生
産
さ
れ
る

農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
若

い
労
働
力
の
確
保
も
非
常
に

重
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

何
歳
に
な
っ
て
も
働
け
る
環

境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

食
育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
地

元
食
材
に
触
れ
、
各
幼
稚
園
、

保
育
園
、
児
童
館
、
学
校
給

食
で
地
元
食
材
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
町
内
で
栽

培
さ
れ
る
地
元
の
農
産
物
を

食
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
ぶ
活
動
に
も
寄
与
し
て

い
る
。

高
付
加
価
値
農
産
物

「
金
の
い
ぶ
き
」
を

地
域
の
身
近
な
食
べ
物
に
す

る
に
は
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。町

内
各
所
で
常
時

販
売
し
て
い
る
が

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
を

行
い
な
が
ら
認
知
度
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。
今
年
度

も
、
学
校
給
食
で
の
提
供
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、児
童
・

生
徒
を
通
じ
て
各
ご
家
庭
の

話
題
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。「
金
の
い
ぶ
き
」
が
涌

谷
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て

認
知
さ
れ
、
日
常
的
に
食
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き
続

き
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

農
と
食
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
の
道
の

駅
整
備
構
想
の
考
え
は
。

第
５
次
総
合
計
画

に
お
い
て
「
道
の

駅
整
備
構
想
」
の
調
査
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

観
光
案
内
、
物
産
販
売
拠
点

と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
、

調
査
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

佐々木みさ子 議員

道の駅整備構想の検討は

観光案内、物産販売拠点として
調査をしていく

問

問 問

問

国道沿いに道の駅があれば、観光面でも大きな魅力に　

答

町
長

町
長

町
長
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町
民
が
利
用
し
や
す

い
時
刻
へ
の
変
更
は

可
能
か
。

現
在
の
時
刻
表
は
、

平
成
24
年
11
月
以

来
改
正
し
て
い
な
い
。
業
務

委
託
更
新
期
で
あ
る
今
年
度

に
、
運
行
見
直
し
と
と
も
に

時
刻
表
の
改
正
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
。

デ
マ
ン
ド
型
の
公
共

交
通
に
つ
い
て
検
討

は
。

利
用
者
に
と
っ
て

利
便
性
が
高
い
と

さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
路
線
の

代
替
と
し
て
運
行
経
費
削
減

の
た
め
導
入
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。

　

今
後
も
、
デ
マ
ン
ド
交
通

な
ど
の
運
行
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
が
、
既
存
路
線

バ
ス
の
運
行
改
善
で
利
便
性

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

杉浦謙一 議員

利用しやすい町民バスの運行を

今年度に運行見直しと
　　時刻表改正を検討する

計
画
で
は
１
日
１
ト

ン
の
汚
染
廃
棄
物
と

１
０
０
ト
ン
の
一
般
廃
棄
物

を
混
焼
す
る
よ
う
だ
が
、
想

定
で
は
、
約
10
ト
ン
の
焼
却

灰
が
出
る
こ
と
に
な
る
。
減

容
化
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

混
焼
に
よ
り
減
容

化
、
安
定
化
し
た

上
で
管
理
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

焼
却
灰
は
、
覆
土
に
よ
り
放

射
線
が
遮
へ
い
さ
れ
た
状
態

で
管
理
型
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
ら
れ
る
。

経
済
産
業
省
産
業
技

術
環
境
局
監
修
「
公

害
防
止
の
技
術
と
法
規
」
の

中
で
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の

部
分
集
じ
ん
率
が
、
未
使
用

（
新
し
い
も
の
）
で
25
％
～

60
％
の
集
じ
ん
率
と
な
っ
て

い
る
。
環
境
省
や
町
が
説
明

し
て
き
た
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー

の
集
じ
ん
率
99
・
９
％
は
間

違
い
で
あ
る
。
町
長
の
認
識

は
。

県
内
外
の
施
設
で

は
実
際
の
排
ガ
ス

測
定
に
お
い
て
、
基
準
値
を

超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

検
出
さ
れ
た
事
例
は
な
い
。

混
焼
に
よ
る
ご
み
減
量
化

　
　
　
　
　
　
実
現
は
可
能
か

減
容
化
、
安
定
化
し
た
上
で

　
　
　
　
　
　
管
理
し
て
い
く

問

問

問問

問

町民が利用しやすいバスに　

答

町
長

町
長

町
長

町
長

答 問
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５
月
27
日
（
日
）、
町
内

６
地
区
の
会
場
で
議
会
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
回
の
班
編
制
】

１
班
・
東
地
区
（
下
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
黄

金
公
会
堂
）

門
田
善
則
議
員
、
後
藤
洋
一

議
員
、
稲
葉
定
議
員
、
竹
中

弘
光
議
員

２
班
・
西
地
区
（
新
丁
頭
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
石
坂
集

落
セ
ン
タ
ー
）

大
泉
治
議
員
、
久
勉
議
員
、

大
友
啓
一
議
員
、
佐
々
木
敏

雄
議
員

３
班
・
箟
岳
地
区
（
成
沢
自

治
会
館
、
涌
谷
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木
英
雅
議
員
、
杉
浦
謙
一

議
員
、
只
野
順
議
員
、
佐
々

木
み
さ
子
議
員

※
遠
藤
釈
雄
議
長
は
各
班
を

巡
回

　

涌
谷
町
議
会
で
は
、
昨
年

５
月
か
ら
、
従
来
の
報
告
会

か
ら
「
議
会
懇
談
会
」
へ
と

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。
議

会
は
町
民
の
皆
様
に
町
政
に

つ
い
て
説
明
を
行
う
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
語
り
合
い
、
そ
の
中
で
意

見
を
集
め
て
政
策
に
結
び
つ

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
会

議
の
場
で
発
言
や
参
加
を
促

し
た
り
、
話
の
流
れ
を
整
理

し
て
相
互
理
解
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
）
方
式
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
い
、
よ
り
よ
い

意
見
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

参
加
し
て
良
か
っ
た
、
楽

し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
議
会
懇
談
会
を
目
指
し
、

議
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
各
種
団
体
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
施
希
望
の
場
合
は
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
☎
43

２
１
２
７
）

議会懇談会～まちの動きをみなさんへ
　　みなさんの声を町政へ～

特集

今回からファシリテーション方式に本格挑戦！
地域の意見を集約し、政策提言に生かします。

涌谷のこれからについて話し合いました

意見交換会のようす
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議 だ会 よ り
(12)

～夢を語ろう～
わくやをどんなまちにしたいですか？

　前回に引き続き、町民の皆さんとどんな町を望んでいる
のか、こんな町だったらと夢を語り合いました。

ずっと住み続けたいと思う町に

高齢者が安心して暮らせる町に

❖若者の移住・定住策として、若者向け住宅を建設しよう。
❖次世代の子どもたちに定住してもらう対策を考えよう。
❖人が集まる施策を考えよう。
❖子育て施設を充実させ、働く世帯を支援しよう。

❖高齢化社会に向けて、高齢者施設の整備が必要。
❖家での看取りのため、在宅福祉と在宅診療を充実させよう。
❖高齢者が住みやすい施策を。お茶っこ飲み会や健康づくり
教室の開催回数を増やすなど、老若男女が集える場所の整
備が必要。

❖石巻市 ･大崎市のベッドタウンと して、広域的にＰＲをし
よう。

❖涌谷駅前を整備して、「産金の地　 わくや」をＰＲしよう。
❖黄金山神社をＰＲしよう。
❖総合体育館や文化会館の整備が必 要。
❖天平の湯の広場を活用しよう。
❖涌谷町にも道の駅をつくろう。
❖お茶の栽培を再生し、涌谷のお茶 とお茶屋節踊りで観光客
をもてなそう。

❖産休の取り方など、職場の環境整 備を。
❖観光客への公共交通機関のサービ スを充実させよう。
❖移住・定住策として空き家情報を 町外へ発信し、移住者を
増やそう。

❖涌谷町の子育てや観光は他の町と 比較しても充実している
のに、町外への情報発信、ＰＲが 不足しているから、涌谷
町の良さが伝わっていない。もっ とＰＲしよう。

若者が町にとどまる施策を

涌谷の魅力　をPR 元気アップ教室　みんなで楽しく健康づくり
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議 だ会 よ り
(13)

～夢を語ろう～
わくやをどんなまちにしたいですか？

元気な町に

魅力ある町に

生きがいを感じられる町に

❖基幹道路の整備が必要。
❖中心部商店街を活性化させよう。
❖町内でいろいろなイベントを開催しよう。
❖住民が自主的に活動できる環境をつくろう。
❖黄金山工業団地への企業誘致を成功させよう。

❖石巻市 ･大崎市のベッドタウンと して、広域的にＰＲをし
よう。
❖涌谷駅前を整備して、「産金の地　 わくや」をＰＲしよう。
❖黄金山神社をＰＲしよう。
❖総合体育館や文化会館の整備が必 要。
❖天平の湯の広場を活用しよう。
❖涌谷町にも道の駅をつくろう。
❖お茶の栽培を再生し、涌谷のお茶 とお茶屋節踊りで観光客
をもてなそう。
❖産休の取り方など、職場の環境整 備を。
❖観光客への公共交通機関のサービ スを充実させよう。
❖移住・定住策として空き家情報を 町外へ発信し、移住者を
増やそう。
❖涌谷町の子育てや観光は他の町と 比較しても充実している
のに、町外への情報発信、ＰＲが 不足しているから、涌谷
町の良さが伝わっていない。もっ とＰＲしよう。

❖高齢者が働きやすい町にしよう。
❖健康維持のためにスポーツをやろう。
❖パークゴルフ場をつくろう。

意見交換テーマ

誘致企業の工場建設に向けた地鎮祭の様子

現在のパークゴルフ場 涌谷の魅力　をPR
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議 だ会 よ り
(14)

防犯・防災
質問・要望・意見 回　　　答

婦人防火クラブの防寒着がない。大崎の大会に
行くと、他市町では町から支給されいているよ
うだが、当町では、支給の予定はないのか。

担当課：現時点で支給予定はございません。

防災無線が聞こえない。そのため、テレフォン
サービスを利用したが、何度電話してもつなが
らなかった。回線を増やすべきではないか。

担当課：昨年、２回線から４回線に増設しておりますが、それでも
つながりが悪いようであれば更に増設の検討が必要と思われます。

みなさんのご質問にお答えします
　５月２７日（日）、町内６地区の会場 で議会懇談会を開催しました。主な意見、質問などをお知らせします。
　議会懇談会での回答に加え、町の考 えを確認して掲載しているものもありますので、ご了承ください。

住環境・道路整備

まちづくり

質問・要望・意見 回　　　答

以前からお願いしているが、町道の補修をして
もらえない。早期の整備をお願いしたい。

担当課：通行に支障となる路面欠損、側溝補修などは随時行ってお
りますが、生活道路の新たな舗装、側溝改良などの工事は限られた
予算で要望にお応えできない箇所が多く、ご不便をおかけいたしま
すがご理解いただきますようお願いいたします。

他町では、子育て支援団地のような子育て世帯
向けの住宅などの施策があるが、当町では、ど
のようなサービスがあるのか。

担当課：移住・定住策として、涌谷町に新規で住宅を取得し転入し
た子育て世帯、及び当町に転入し民間賃貸住宅に１年以上５年未満
居住した後、町内に住宅を取得した子育て世帯に対し、基本補助金
に加えて第１子に１０万円、第２子に５万円、第３子以降に５万円、
最大２０万円を加算して交付しております。
　また、当町に転入し民間賃貸住宅に入居した子育て世帯に対して
も、基本補助金月額１万円に５千円を加算し、月額１万５千円を最
大２４ヶ月助成しています。

町営住宅に独り者は入れないのか。行き場のな
い人の福祉住宅の考えは。

担当課：淡島住宅、一本柳住宅については、建設から４５年以上経
過しており、新規の入居申し込みは行っておりません。
　ほかの町営住宅には、単身で入居が可能な部屋もありますが、一
定の要件があり、持ち家がないこと、６０歳以上であること、など
の要件に該当する方となります。（詳細はお問い合わせ願います。）
現在、単身入居ができる部屋の募集予定はございません。
　また、新たな住宅整備については、総合計画を含む各種計画との
整合性を図りながら、民間活力の導入も含め、単身高齢者及び障が
い者にも配慮した住宅の整備計画を策定してまいります。

質問・要望・意見 回　　　答

町で販売しているはと麦茶を他町村の友人など
にも紹介したいが、値段が150円と他の飲料
に比べ高値である。120円～125円くらいに
ならないか。

担当課：はと麦茶製造については、市場の動向を見据え大量生産で
はなく、最小ロット（1,000 ケース程度）で製造委託しております。
このロット数に対応できる工場は県内にはないことから、送料など
がかさみ結果的に製造コストが高くなってしまいます。このため、
150 円 / 本という価格は大手企業の商品と比べると高くなってしま
いますが、利益などを考慮すると妥当な金額と考えております。

箟岳山の観光について、春は桜（長い期間楽し
めるように種類も多く）秋はクルミ、イチョウ
などで楽しめるようにしてほしい。また、大型
車が通行できるように、電柱の移設や木の伐採
をすべきでは。

担当課：昨年、現地調査を行い幅員の狭小箇所拡幅や急カーブの緩
和策を検討しており、今後年次計画により改良を行っていくととも
に、沿道の間伐による効果も大きいことから、山林の所有者に対し
て働きかけていきたいと考えております。

夏祭りだが、商工会の協力も必要ではないか。
担当課：夏祭りについては、夏祭り実行委員会の主催で行われてお
ります。企画運営は、実行委員会のメンバーである観光物産協会、
遠田商工会、役場などが連携して行っております。

（回答欄内の「担当課」表示は町としての回答を、「議会」表示は議会としての回答を表しています。）
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病院・医療

その他

放射能汚染廃棄物

黄金山工業団地

質問・要望・意見 回　　　答

健康推進員をしており、健診を進めているが、
受診率が県内でも低い。住民の健康意識を高め
る必要があるのではないか。

担当課：がん検診の受診率については 20～ 40％と低い傾向にあり
ますが、メタボリックシンドロームを見つけるための特定健康診査
の受診率は、H28年度で 52.9%と県内で上位 10位の受診率となっ
ています。今後も多くの方が健診を受け、病気の早期発見早期対応
に活かしていただけるような活動を健康推進員さんのご協力をいた
だきながら進めてまいります。

国保病院の運営は大丈夫なのか。赤字ではない
のか。

議会：経費に減価償却費が算入されており、会計上赤字となってい
ますが、資金運営上は大丈夫です。

健康寿命100歳はどのような考えで設定した
のか。

担当課：涌谷町では平成 26年 6月、これまでの医療福祉センター
における保健・医療・福祉・介護の連携を核とした町づくりを踏ま
え、さらに活力ある町づくりを進めるため、「健康寿命 100 歳をめ
ざす町」を宣言しております。町の健康増進計画「わくや健康ステッ
プ 21計画」に基づく健康づくり活動を住民の皆様のご協力をいた
だきながら進めております。

リハビリ用温泉プールの必要性があるのではな
いか。 担当課：現在においては、設置の予定はございません。

質問・要望・意見 回　　　答
公民館利用の手続きや許可は必要か。 議会：職員か守衛がおりますので、そちらで許可を得てください。

職員の愛想が悪いと感じる。 担当課：これまでも接遇研修などを実施しておりますが、今後も研
修などを継続して実施し、接遇の向上を図ります。

町の財政をしっかり考え、お金が入る工夫をし、
先を考えた施策をすべきでは。

担当課：財政運営については経費削減に努め、メリハリのきいたも
のにすべく努力しております。また、施策についても将来性を見据
えた中で事業実施しております。

天平の湯の入館料を安くすべきでは。

担当課：天平の湯の運営は、一般社団法人涌谷町地域振興公社に指
定管理にて行っておりますが、入浴料の値下げについては検討して
おりません。ただし、7月 1日からは 65才以上の高齢者などにつ
いては、これまでの料金より安価な新料金設定の追加を行う予定で
あります。

質問・要望・意見 回　　　答
5月25日の河北新報に汚染廃棄物処理の申し
入れの記事が掲載されている。議会で審査中と
あったが、どのような内容か。また、採択結果
の理由の説明はあるのか。

議会：議会に放射能汚染廃棄物の保管方法に関する陳情書が提出さ
れており、現在、総務産業建設常任委員会で審議中です。6月会議
に理由を付し、審議結果を報告する予定です。（結果は５Pに掲載）

汚染廃棄物処理の新聞記事を読んでもなかなか
理解できない。町民の不安がないよう情報提供
や説明をお願いしたい。

議会：担当課に伝えて、情報提供に努めます。

質問・要望・意見 回　　　答
工業団地造成時の町が購入した土地の評価は適
正だったのか。 担当課：不動産鑑定士が評価をしておりますので適正です。

みなさんのご質問にお答えします
　５月２７日（日）、町内６地区の会場 で議会懇談会を開催しました。主な意見、質問などをお知らせします。
　議会懇談会での回答に加え、町の考 えを確認して掲載しているものもありますので、ご了承ください。

懇談会報告
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と
思
い
ま
す
。

　

５
月
の
議
会
懇
談
会
の
際

に
は
、
各
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
長
い
楽

し
い
夏
休
み
で
す
。
夏
祭
り
、

お
盆
の
お
墓
参
り
、
そ
し
て

地
域
で
の
行
事
も
あ
り
、
多

く
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会

の
増
え
る
季
節
で
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
涌
谷
に

帰
省
し
て
こ
ら
れ
る
方
々
は
、

お
子
さ
ま
と
共
に
思
い
出
に

な
る
夏
を
、
暑
さ
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
佐
々
木
み
さ
子
）
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